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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

300 農 業 総 務 費 1,844,725 1,722,307 【農業・農村の活性化に関する参考指標】

食 と 農 の 振 興 部 国 163,520 (令和２年２月１日現在) (令和４年７月15日現在) (令和３年)

企 画 管 理 室 手 52 農 総 農 家 数 21,950戸 耕 地 面 積 19,600ha 産 出 額 39,100百万円

豊 か な 食 と 越 1,100 家 販 売 農家 数 10,616戸 田 13,800ha 農 米 8,700百万円

農 の 振 興 課 起 145,900 数 経 専 業 2,721戸 耕 普 通 畑 2,410ha 業 野 菜 10,900百万円
営

農 業 水 産 振 興 課 ㊀ 1,411,735 ・ 体 兼 業 7,961戸 地 樹 園 地 3,340ha 産 そ の 他 19,500百万円

農 業 経 済 課 前年度繰越分 前年度繰越分 農 面 牧 草 地 37ha 出
農業就業人口 25,073人 生産農業所得 13,300百万円

担 い 手 ・ 農 地 18,280 16,363 家 積 水 田 率 70.4％ 額

マ ネ ジ メ ン ト 課 当該年度分 当該年度分 人 １ 戸 当 た り 等
農 家 率 3.65％ 0.90ha 生産農業所得率 34.0％

1,826,445 1,705,944 口 耕 地 面 積

翌年度へ繰越 「2020農林業センサス」 「耕地面積統計調査」 「生産農業所得統計」

55,051 農業・農地・農村・食と農の振興［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

担い手の経営基盤強化支援

事 業 名 金 額 内 容

千円
ＮＡＦＩＣ（なら食と農の魅力創造国際大学校）周辺の賑わいづくりを

推進するため、ＮＡＦＩＣ附属セミナーハウスの外構工事、備品等整備

ＮＡＦＩＣを核とした 及び管理運営（指定管理）等を実施
232,628

賑 わ い づ く り 事 業 【今後の取組】

新たな集客施設の誘致やエレベーターなどの整備は行わず、利便性と

稼働率向上等の取組を実施

300 豊かな食と農の振興費 187,894 131,608 魅力向上・発信［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 15,500千円

豊 か な 食 と 国 85,642
事 業 名 金 額 内 容

農 の 振 興 課 諸 610

㊀ 45,356
千円

交流にぎわい棟を「食」の賑わいづくりの拠点と位置づけ、歴史文化的

前年度繰越分 前年度繰越分 背景を交えた食と農の魅力を情報発信し、利用を促進

10,000 9,946 なら歴史芸術文化村 オープニングセミナーの開催

当該年度分 当該年度分 の 活 用 （ 食 と 農 の 8,118 開催日 令和４年５月28日・29日、６月25日・26日

177,894 121,662 情 報 発 信 事 業 ） 食と農の賑わいセミナーの開催 30回

翌年度へ繰越 食と農の賑わいフェアの開催 ５回

2,000 山の辺の道周辺のＰＲ動画の制作 １本

県産食材の活用に向けた調査・検討を実施
おいしい奈良産食材

7,382 県産食材等に関する情報の収集 151件
活 用 促 進 事 業

県内の飲食店等への県産食材等活用実態調査 313件
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農業・農地・農村・食と農の振興［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

奈良の美味しい「食」の創造と発信 78,612千円

事 業 名 金 額 内 容

千円
奈良のおいしい「食」の魅力を発信する「花と楽しむ奈良のおいしい食

フェスタ」の開催

奈良のおいしい食の 開催日 令和４年10月８日～10日
45,254

魅力創造・発信事業 場 所 奈良県コンベンションセンター

県内オーベルジュのファムトリップ等の実施による情報発信

「ミシュランガイド奈良2022特別版」を活用した奈良の食のＰＲ

奈良の「食」の魅力を高め、県産食材の活用や食のネットワークの拡充

を推進し、美味しい「奈良の食」を発信する食イベント「奈良フードフ
奈 良 フ ー ド フ ェ ス

4,500 ェスティバル」の開催に対し補助
テ ィ バ ル 開 催 事 業

開催日 令和４年10月29日～11月６日

場 所 奈良公園

農業の６次産業化による高付加価値化を推進

農山漁村発イノベーションサポートセンターを設置し、専門家派遣に

よる相談対応や研修会の開催などにより農林漁業者等の６次産業化を
農 業 の ６ 次 産 業 化

9,904 支援
支 援 事 業

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

６次産業化・地産地消法に基づく総合化事

業計画認定累計数（件） 58 58 58

ＪＲ奈良駅構内に設置した、奈良の農と林と食に関するアンテナショップ

「奈良のうまいものプラザ」の運営及びホームページでの情報発信
ＪＲ奈良駅における

3,832 奈良の農・林・食をＰＲするイベントの開催
農と林と食のＰＲ事業

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

奈良のうまいものプラザ来場者数（名） 64,313 65,808 85,515

県と協定を結んだ農産物直売所「地の味 土の香」（合計42店舗）のＰ

Ｒ、残留農薬検査、専門家派遣、研修会の実施等
農産物直売所支援事業 361

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

協定農産物直売所販売額（百万円） 8,552 9,931 10,969
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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円
輸出バイヤー招聘商談会の開催、香港小売店での柿販売プロモーション

の実施により、県産農産品等の海外への販路開拓を支援
奈 良 の 農 産 品 海 外

5,303 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度
販 路 開 拓 事 業

バイヤー招聘商談会後の商談継続割合

（％） 70 63 85

首都圏における知事トップセールスや奈良まほろば館でのプロモーショ

ン、生産者向け研修会の実施などにより、首都圏への販路開拓を推進
首都圏等での大和野菜等

4,693 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度
販 路 開 拓 事 業

首都圏で大和野菜を取扱う仲卸業者数

（社） 22 22 22

食品ロス削減を推進するため、フォーラムを開催

奈良県食品ロス削減啓発イベント 開催日 令和４年10月15日

食品ロスに関する情報を集約・発信する「奈良食品ロスポータルサイト」

の構築
食品ロス削減推進事業 2,443

未利用農産物を農産物直売所からこども食堂へ提供

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

食品ロス問題を「よく知っている」人の

割合（％） 36.0 54.1 42.2

主に県内で消費されている加工品を発掘・改良し、首都圏でのテストマ

ーケティングを実施
首都圏での県産食品

2,027 改良した商品の販路開拓を支援
販 売 力 強 化 事 業

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

テストマーケティング実施商品数（商品） － 46 73

学校等の給食における県産食材の利用推進のための取組を実施

県産食材を活用した給食メニューの開発

奈良県産給食推進事業 295 関係機関によるワーキング会議の開催

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

学校給食における県産食材活用割合（％） 26.5 28.5 29.5
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302 農 産 物 振 興 費 937,325 592,760 地域経済活性化［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 509,513
事 業 名 金 額 内 容

手 5,545

財 1,411
千円

薬用作物生産振興の促進
漢 方 の メ ッ カ 推 進

繰 38,100 研究開発されたヤマトトウキ栽培技術の実証圃場の設置 ５カ所
プ ロ ジ ェ ク ト 事 業

諸 12,290 1,054 実証圃場で生産されたヤマトトウキ根の成分含有量の調査を実施し、
（ 薬 用 作 物 の

㊀ 25,901 医薬品の基準に適合することを確認
生 産 流 通 振 興 ）

前年度繰越分 前年度繰越分 生産者情報交流会の開催 参加者数 23名

148,715 148,715

当該年度分 当該年度分 農業・農地・農村・食と農の振興［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

788,610 444,045 １ チャレンジ品目等の生産拡大及びリーディング品目等のブランド化 37,456千円

翌年度へ繰越
事 業 名 金 額 内 容

109,118

千円
特定農業振興ゾーン・高収益作物生産技術の実証

簡易暗渠及び明渠設置によるナス圃場の排水改善の実証試験を実施

（田原本町）

夏季高温時のハウスの遮光資材被覆による大和丸ナス品質向上の実証

試験を実施（大和郡山市）

花木産地の活性化支援

チ ャ レ ン ジ 品 目 端境期に出荷できる新規品目（ミモザ）の導入 300本
1,523

支 援 事 業 既存品目（アセビ等）の輸出拡大に向けた市場関係者・バイヤーとの

意見交換会 ３回

カエデ等地域特産花木の商品開発の検討会 ２回

カエデの接木講習会 ２回

イチジクの東京への出荷の推進

首都圏への出荷 約２ｔ

出荷前進化対策実証圃の設置 ４カ所

大和野菜の生産・流通・加工・販売を連結する縦型事業協同組合モデル

の実証
大 和 野 菜 増 産

1,365 実証圃場（宇陀市、ハウス12棟、合計面積約17ａ）
モ デ ル 事 業

販売実績 千筋みずな、コマツナ

出荷量 2,462kg 単価 430円/kg
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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円
高級大和茶の生産販売の促進

放棄茶園整備と輸出に向けた残留農薬分析に対し補助

放棄茶園整備面積 24ａ（１組合 ３カ所）

秋番茶等の残留農薬分析 ６件（４法人、１組合）

新系統イチゴの産地定着の促進

新品種「ならあかり」の栽培マニュアルを作成

面積拡大支援のための実証圃の設置 ３カ所

安定生産支援のための実証圃の設置 ３カ所

リ ー デ ィ ン グ 品 目 キク産地における生産革新への支援
3,391

支 援 事 業 秋季継続安定出荷を目的とした電照設備導入に対し補助

補 助 先 西和花卉部会、葛城花卉出荷組合

導入面積 17ａ

葛城市のキク産地振興として小ギク栽培研修会開催

開催回数 ５回 受講生６名のうち３名が研修を継続

次世代に継承できる柿産地の振興

高品質果実生産のため、「縮伐・せん定隊」による縮伐・せん定見本

園の設置に対し補助

補助先 奈良県果樹研究会 実施面積 110ａ（４カ所）

イチゴの高設栽培資材等の導入及び環境制御システム等のリース導入に

対し補助
奈 良 県 産 地

11,538 補助先 生産者４名
パ ワ ー ア ッ プ 事 業

花木の切り花結束機の導入に対し補助

補助先 生産者５名

品質による県産農畜水産物のブランド認証制度を推進

奈 良 県 農 畜 水 産 物 奈良まほろば館等でプレミアム古都華スイーツの販売およびＳＮＳを
1,411

ブランド認証推進事業 活用したＰＲキャンペーンの実施

サンプル等を使用した首都圏ＰＲおよび販路開拓
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首都圏・海外販路拡大に向け、品質向上・競争力向上につながる国際水

準ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取組を推進
奈良県ＧＡＰ取組・

903 個別指導や研修会による農業者へのＧＡＰ指導
認 証 拡 大 推 進 事 業

ＧＡＰ指導農業者数 147名

農業教育機関における認証取得 認証取得 １校

有機農業の先進地区の創出及び環境に優しい栽培技術と省力化に資する

先端技術等を組み合わせた農業の導入・定着を図る取組に対し補助

有機農業推進のモデル的先進地区 １地区

み ど り の 農 業 戦 略 補助先 宇陀市（軟弱野菜生産から食卓まで地域一体となったオー
15,482

推 進 事 業 ガニックビレッジ）

環境保全型農業やスマート農業モデル 35モデル

補助先 桜井市（ソバ）、五條市（ハウス柿）、

宇陀市（軟弱野菜、ミズナ）、平群町（小ギク）

県特産品である柿の規格外果実を活用した奈良県独自の特産品を開発・

柿 の 酒 粕 を 用 い た 商品化
1,843

特産品開発推進事業 柿の酒粕製造方法及び試作品の官能評価に関する研究を実施

委託先 近畿大学

２ 鳥獣被害対策の推進 242,990千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 新規わな猟免許取得者を対象としたわな猟の実践研修
若 手 狩 猟 者 確 保 ・

701 開催日 令和４年９月６日、10月25日、令和５年３月７日
ジビエ供給促進事業

場 所 宇陀市 参加者数 29名

被害防止計画に基づき市町村及び協議会が実施する鳥獣被害防止対策の

取組に対して支援

被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備、侵入防止柵の設置等

鳥獣被害防止対策事業 204,845 被害防止計画策定市町村数 31市町村

有害捕獲頭数（イノシシ、ニホンジカ ほか） 10,478頭

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

農業被害面積（ha） 174 102 122
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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策

捕獲檻等の設置 ６市町村 捕獲檻 20基 防護柵 1,260ｍ
鳥 獣 被 害 防 除 事 業 2,072

シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策

銃による駆除 ８市町村

森林植生保全

第二種特定鳥獣管理計画で設定しているニホンジカの適正生息数に誘

導するための施策を推進

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

ニホンジカ捕獲数（頭） 9,770 9,405 10,075

森林生態系保全事業 効率的捕獲技術導入推進
35,372

[一部森林環境保全] 県内有害鳥獣捕獲従事者を対象に、効率的なわなの取扱いと設置技術

を習得するための研修会を開催

開催日 令和４年11月17日（大和平野土地改良区）

令和５年２月４日（奈良県農業研究開発センター）

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

研修会参加者数（名） 53 57 40

304 担 い 手 ・ 農 地 マネ ジ 529,994 220,218 ３ 担い手への支援 198,126千円

メ ン ト 推 進 費 国 41,994
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 諸 151,646

マ ネ ジ メ ン ト 課 ㊀ 26,578 千円 農業経営に意欲ある担い手を対象に、農業発展のステージに応じた支援

前年度繰越分 前年度繰越分 を実施

64,600 9,633 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

当該年度分 当該年度分 奈良の意欲ある担い手 農業法人数（法人） 131 134 143
741

465,394 210,585 支 援 事 業 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集落営農組織を対象と

翌年度へ繰越 した経営レベルの向上に必要な支援を実施

28,231 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

集落営農数（集落） 67 68 71
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新規就農希望者に対し、就農に向けた事前研修及び農家受入による実践

農 業 新 規 参 入 者 研修を実施
4,593

支 援 事 業 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

新規就農者数（名） 38 55 44

今後の農地の集約化等、地域の将来方針を定めた「実質化された人・農

地プラン」の策定を行う市町村に対し補助

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度
地 域 農 業 担 い 手

5,375 「実質化された人・農地プラン」策定地区
確 保 支 援 事 業

数（地区） 204 353 395

農業者の経営課題を解決するため、専門家を派遣

農業経営の法人化や集落営農の組織化に対し補助

共同利用機械の導入や収益力の柱となる経営部門の確立等、集落営農組
集 落 営 農 活 性 化

3,446 織の活性に向けた取組に対し補助
プロジェクト促進事業

補助先 奈良市、天理市、桜井市、五條市

新規就農者等の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るため、
新規就農者確保事業 161,383

新規就農者等に対し資金を交付

女性が主力となる農業経営体を増やすため、次世代の女性農業者の育成

ＮＡＲＡ女性農業者 や起業活動への支援を実施
332

育 成 事 業 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

家族経営協定締結数（件） 226 226 229

地域の中心経営体等が行う農業用施設整備・機械の導入等に対し補助

経営体育成支援事業 20,844 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

補助対象件数（件） 2 4 8
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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 農地中間管理機構を介する耕作放棄地を再生利用し、水田の畑作化等の

高収益作物の生産に要する費用に対し補助
な ら 農 地 有 効 活 用

1,412 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度
推 進 事 業

再生整備面積のうち高収益野菜への作付け

率（％） 100 100 100

４ 農業金融資金の貸付 62千円

貸 付 資 金 名 新規貸付件数 新規貸付金額 利子補給額

件 千円 千円

農 業 近 代 化 資 金 等 0 0 62

農 業 経 営 負 担 軽 減 支 援 資 金 0 0 0

農 業 経 営 改 善 促 進 資 金
0 0 0

（ ス ー パ ー Ｓ 資 金 ）

農 福 連 携 資 金 0 0 0

0 0 62

合 計
成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

農業法人数（法人） 131 134 143

306 な ら 食 と 農 の 魅 力 428,129 413,070 ５ なら食と農の魅力創造国際大学校の運営

創 造 国 際 大 学 校 費 国 2,325
事 業 名 金 額 内 容

豊 か な 食 と 使 18,497

農 の 振 興 課 手 5,901 千円 大学校（フードクリエイティブ学科・アグリマネジメント学科）の運営
なら食と農の魅力創造

財 7,194 218,279 学生募集、オープンキャンパス、入学考査、学校行事等の実施
国際大学校運営事業

諸 10,307 実践オーベルジュ棟の管理運営（指定管理）

㊀ 368,846
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306 農業研究開発センター費 594,158 582,447 ６ 農業研究開発センターにおける研究開発の高度化 21,982千円

(農 業 水 産 振 興 課) 国 4,182
事 業 名 金 額 内 容

使 354

手 143 千円 第２期奈良県農業研究開発中期運営方針に基づく高度化研究の実施

財 8,362 薬用作物の安定供給

諸 15,187 ヤマトトウキの栽培マニュアルに「高品質製品の生産技術」を追記

起 3,100 単味製剤原料向けトウキの省力栽培技術の現地試験と経営調査の実施

㊀ 551,119 宇陀地域に適したヒロハセネガの初期生育安定化技術を確立

優良品種の育成

端境期のシェア拡大に繋がる５～６月出荷用小ギク品種「春日Ｒ１」

と「春日Ｗ２」の品種登録を出願

県酒造組合との共同研究により酒米の有望２系統の醸造適性を評価

加工商品の開発と加工技術の研究

小麦「はるみずき」の大規模現地展示圃の設置

高品質化につながる生産技術の開発

農薬代替技術を組合わせた輸出需要向け茶生産技術の現地実証を実施

安定生産技術の開発

農業研究開発センター 小ギクの計画出荷のためのより高精度な開花予測モデルを作成
16,410

研 究 開 発 事 業 省力化技術の開発

柿の低木栽培における生産性と省力性を評価

環境保全型農業技術の開発

技術マニュアル「有機栽培におけるアブラナ科軟弱野菜を加害する

キスジノミハムシの対策」を作成

国内外の研究者との交流による人材育成

中期研修 ２名

施設園芸における環境制御や装置の基礎習得 交流先 岡山大学

作物残留農薬分析研修 交流先 （一財）残留農薬研究所

研究企画機能充実による情報発信

オンラインと対面による研究成果発表会

開催日 令和５年３月２日 参加者数 45名

知的財産の保護と活用

特許 保有 ３件（うち許諾２件）

品種 登録（出願含む） 13件 許諾 11件
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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 研究の高度化につながる技術シーズを開発するための研究を実施
シ ー ズ 創 出 型

5,572 柿産地の季節労働者確保に向けた調査
研 究 開 発 事 業

柿のチャノキイロアザミウマに対する効果的な防除法の検証 ほか

308 畜 産 振 興 費 399,236 179,618 畜産・水産業振興［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(畜 産 課) 国 144,098 １ 畜産物の生産振興 42,099千円

分 335
事 業 名 金 額 内 容

手 4,592

財 313 千円 大和牛の品質向上のため、優良血統の子牛導入に対し補助
大 和 牛 品 質 向 上

繰 782 6,110 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度
支 援 事 業

諸 695 大和牛生産額（百万円） 493 529 583

㊀ 28,803

前年度繰越分 前年度繰越分 みつえ高原牧場での畜産団地等の整備に向け、飼育に必要な水の量の調

50,000 0 みつえ高原牧場畜産 査等を実施
3,012

当該年度分 当該年度分 団 地 整 備 検 討 事 業 【今後の取組】

349,236 179,618 住民の理解が得られる整備内容を再検討

翌年度へ繰越

140,914 家 畜 伝 染 病 鳥インフルエンザの発生防止のため、養鶏農場の清浄性を定期的に確認
32,977

防 疫 対 策 事 業 ＣＳＦ（豚熱）の拡散防止のため、野生いのししの捕獲・検査等を実施

310 食 肉 セ ン タ ー 事業 費 368,397 368,238 ２ 食肉センター事業

(畜 産 課) 国 20,000
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 348,238

千円 センター管理運営費に対し補助
（公財）奈良県食肉

368,183 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度
公 社 運 営 助 成

と畜処理頭数（豚換算）（頭） 21,973 17,536 20,964

310 畜 産 技 術 セ ン ター 費 216,312 216,277 ３ 技術開発の推進

(畜 産 課) 分 21
事 業 名 金 額 内 容

使 5,153

手 1,783 次 世 代 大 和 肉 鶏 千円 新たに造成された次世代大和肉鶏の種鶏の生産・維持技術を確立し、供
2,071

財 14,416 流 通 推 進 事 業 給体制基盤を整備

諸 50

㊀ 194,854
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314 土 地 改 良 事 業 費 2,242,044 1,695,854 農業・農地・農村・食と農の振興［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 村 振 興 課) 国 479,813 １ 土地改良事業（県営事業）（県営ほ場整備事業） 295,810千円

分 694,157
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 29,485
千円

財 2,258 北 村 奈 良 市 148,832 区画整理工、実施設計業務、文化財調査、換地業務

繰 13,306

越 53,574 百 済 川 向 広 陵 町 37,549 区画整理工、実施設計業務、測量業務、電柱移設補償

諸 2,146

起 218,400 丹 原 五 條 市 109,429 区画整理工、文化財調査、換地業務、電柱移設補償

㊀ 202,715

前年度繰越分 前年度繰越分 ２ 土地改良事業（県営事業）（県営畑地帯総合整備事業） 238,324千円

365,602 342,958
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

当該年度分 当該年度分
千円

1,876,442 1,352,896 湯 塩 五 條 市 20,774 水路工

翌年度へ繰越

483,231 大和高原南部 桜井市・宇陀市 71,202 ポンプ更新、貯水池改修

栃 原 下 市 町 84,836 水路工、実施設計業務、測量業務

法 貴 寺 田 原 本 町 30,966 実施設計業務、測量業務

伊 那 佐 東 部 宇 陀 市 30,546 実施設計業務、測量業務

３ 土地改良事業（県営事業）（県営農地環境整備事業）

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

千円

曽 爾 曽 爾 村 22,555 区画整理工、環境保全整備工、換地業務

４ 農村資源を活用したにぎわい創出

事 業 名 金 額 内 容

千円 農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活かした農村地域の活性化を
農村資源を活用した

2,752 図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進
地 域 づ く り 事 業

奈良県農村地域づくり協議会加入団体への支援
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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

５ 団体営土地改良補助事業 87,416千円

事 業 名 金 額 事 業 主 体 内 容

千円 大和郡山市 基盤整備促進事業

32,440 外４市町村 排水施設 ４カ所 暗渠排水施設 １カ所

・ 改 良 区 農作業道 ３カ所 末端畑地かんがい施設 12カ所
土 地 改 良 事 業

（ 団 体 営 事 業 ）
大和郡山市

農業水利施設整備・診断事業
54,020 外 ５ 市 町

井堰 ６カ所 水路 ２カ所
・改良区等

農 業 生 産 基 盤 整 備 県単独農業農村整備事業
956 田 原 本 町

関 連 単 独 事 業 頭首工 １カ所

６ 土地改良事業（団体営事業）（基幹水利施設管理事業） 47,365千円

地 区 名 事 業 主 体 金 額 事 業 内 容

千円

大和高原北部 山 添 村 24,390 上津ダム、上津揚水機場、送水路、吐水槽の管理

五 條 市 一の木ダム、一の木揚水機場、ファームポンド、送水路の
五 條 吉 野 22,975

下 市 町 管理

７ 国営農業水利事業費等負担金等 754,074千円

事 業 内 容 金 額

千円

国営農業水利管理事業費負担金 29,188

十津川・紀の川２期地区農業水利事業費（国営農業用水再編対策事業償還金）
662,339

事業完了に伴う地元負担金の償還等

国営施設応急対策事業費負担金 62,547

−132−食と農の振興費



314 農 道 整 備 事 業 費 369,010 221,439 ８ 農道整備事業（一般農道整備事業） 221,439千円

(農 村 振 興 課) 国 105,139
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 21,639

越 14,313 千円 築道工
２年度 ３年度 ４年度

起 74,700 西 吉 野 賀 北 五條市 154ha 90,807 実施設計業務 進捗率（％）
72 76 82

㊀ 5,648 立木補償

前年度繰越分 前年度繰越分

77,175 76,666
築道工 ２年度 ３年度 ４年度

当該年度分 当該年度分 大 野 向 渕 宇陀市 203ha 130,632 進捗率（％）
水道移設補償 81 83 88

291,835 144,773

翌年度へ繰越

143,160

316 農 地 防 災 事 業 費 2,010,376 1,091,037 ９ 農地防災事業 1,060,601千円

(農 村 振 興 課) 国 877,510
事 業 名 実 施 地 域 金 額 内 容

分 2,171

負 26,163 千円 県営ため池整備事業
生 駒 市

越 17,546 高山地区 取水工、洪水吐工
葛　城　市 389,194

起 150,100 葛城山麓地区 堤体工
農 地 防 災 事 業 斑 鳩 町

㊀ 17,547 桜池地区 堤体工
（ 県 営 事 業 ）

前年度繰越分 前年度繰越分

643,707 637,232 県営河川工作物応急対策事業
奈 良 市 27,912

当該年度分 当該年度分 尼ヶ辻地区 測量設計

1,366,669 453,805

翌年度へ繰越 ため池防災対策調査計画事業
農 地 防 災 事 業 奈 良 市

912,791 643,495 ため池の点検調査、耐震調査及び整備工事等を行う市町
（ 団 体 営 事 業 ） 外20市町村

村に対し補助
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決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

318 農 地 等 調 整 費 1,071,728 1,023,360 10 農地の有効活用 513,284千円

担 い 手 ・ 農 地 国 661,963
事 業 名 金 額 内 容

マ ネ ジ メ ン ト 課 使 446

農 村 振 興 課 財 3 千円 集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し

繰 11,803 中 山 間 地 域 等 国の制度と連動し、交付金を交付
250,669

越 21,400 直 接 支 払 事 業 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

諸 4,784 集落協定及び個別協定数（件） 288 290 296

㊀ 322,961

前年度繰越分 前年度繰越分 農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取

64,200 64,200 組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を

当該年度分 当該年度分 交付
多面的機能支払事業 262,615

1,007,528 959,160 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

翌年度へ繰越 資源向上支払（長寿命化）取組組織数

4,077 （組織） 160 165 160

11 地籍調査事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 地籍調査を行う市町村に対し補助

地 籍 調 査 事 業 339,868 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

地籍調査事業量（㎢） 6.28 7.59 9.50

12 農地中間管理事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地の集積を推進するため、（公財）なら担い手・農地サポ
農 地 マ ネ ジ メ ン ト

ートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチングを支援
推 進 事 業 78,014

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度
[一部農地中間管理]

担い手等への農地の集積面積（ha） 133 149 214
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318 内 水 面 漁 業 振 興 費 29,307 29,279 畜産・水産業振興［「令和４年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 575
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 28,704
千円 健全なあゆやふなの繁殖につながる放流に対し補助

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

健全あゆ種苗放流組合の漁獲量（ｔ） 34 41 43

釣り人や県民とともに行うあまごの卵の放流や産卵場造成等の取組に対

し補助

水産業活性化推進事業 4,634 成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

あまご遊漁者の年券購入率（％） 56 57 56

すくい用金魚から高級品種へ養殖の転換に対し補助

成 果 指 標 ２年度 ３年度 ４年度

高級品種を導入した経営体（件） － 5 7

外来生物の効果的な駆除方法・被害防除技術を開発
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